
 

ご意見をお待ちしております
ご意見、ご質問、ご感想などをお寄せください。皆様の声を、積極的に活かしていきたいと考えております。

E-mail：alps2@lifeplan.or.jp

協会への交通案内

●東京メトロ銀座線・半蔵門線・都営大江戸線／青山一丁目駅4番出口より徒歩3分
●東京メトロ千代田線／乃木坂駅3番出口より徒歩7分
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当
誌
は
、
４
月
号
、
７
月
号
、
10
月
号
、
１
月
号
の
年
４
回
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。
一
人

の
執
筆
者
に
４
連
載
願
っ
た
り
、
毎
回
別
々
の
執
筆
者
に
お
願
い
し
た
り
、
と
様
々
だ
。
実
は
執
筆
者
探
し
の
前

に
や
る
こ
と
が
あ
る
。
各
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
マ
お
よ
び
記
事
本
数
の
決
定
で
あ
る
。
例
え
ば
、
家
庭
経
済
設
計
は
、

記
事
３
本
／
号
、
そ
の
う
ち
１
本
は
年
金
、
１
本
は
家
計
の
改
善
、
１
本
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
取
り
扱
う

な
ど
を
決
め
た
う
え
で
、
そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
執
筆
者
を
当
た
っ
て
い
く
と
い
う
流
れ
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
取
り

組
み
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
決
定
に
も
読
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
我
々
が
気
づ

か
な
い
切
り
口
を
提
案
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

表
紙
の
裏
の
通
信
員
（
読
者
モ
ニ
タ
ー
）
制
度
の
案
内
を
見
て
、
是
非
ご
応
募
を
。　
　

    　
　
　
　

（
タ
）

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
６
０
０
日
を
切
っ
た
。
競
技
会
場
の
建
設
な
ど
は
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
自
身
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
も
つ
人
た
ち
を
受
け
入
れ
る
心
構
え
が
で
き
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
電
車
内
や
街
中
で
の
マ
ナ
ー
。
海
外
で
は
電
車
か
ら
降
り
る
時
や
街
中
で
人
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

に
は
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
ひ
と
声
掛
け
る
の
が
マ
ナ
ー
で
あ
る
。
無
言
の
ま
ま
グ
イ
グ
イ
と
人
ご
み
を
か
き
分
け
た

り
は
し
な
い
。「
言
わ
な
く
て
も
わ
か
る
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
理
屈
は
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
は
通
用
し
な
い
の
だ
。

言
葉
の
壁
は
あ
っ
て
も
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力
は
必
要
だ
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
R
）

当協会職員が、
人生やライフプラン
を考える上でヒント
となる本をご紹介
します。

　2018年6月に映画が全国公開され、ご覧になった方もい
るだろう。50代後半あるいは定年退職直後の60代の方々
が、自身の今後の人生をどう考え、どのように過ごしたいか
をこの物語を読むことで、設計してみることが望ましいと思
い、取り上げた。主人公と同様な思考を求めるものではな
い。あくまで同書をきっかけに自分の今後の人生を考えると
いうことだ。従って、「自分ならあり得ない」とか、「そうそ
う分かる分かるその気持ち」という風に、同感や批判を交え
ながら読むと面白さが増すであろう。
　「定年って生前葬だな」。この一文から同書は始まる。
　大手銀行の出世コースからはずれ、子会社に出向させら
れ、そのまま定年を迎えた主人公・田代壮介。仕事一筋に生
きてきた主人公にとって、その職場、その仕事から離れたこ
とによる衝撃は大きい。仕事以外のライフプランを考えずに
来たツケが、定年退職により一気に噴き出したわけである。
今までの輝ける肩書を無くした男にとって、故郷や同窓会は
敷居の高いものとなる。その中で、再びビジネスの社会に舞
い戻るが、主人公の行く末は如何に…。

（執筆：協会職員　竹内 敦）

人生のヒント
Vol.12

「終わった人」

内館 牧子 著
[講談社、2015年9月、1,728円]

通信員の活動内容

応募条件

1．インターネットのeメールが使える方
    ※インターネットのセキュリティ設定によっては、
　   アンケートシステムにお入りいただけない場合があります。
       その際は、アンケートシステムにお入りいただけるよう、
　   ご対応をお願いするケースがあります。
2．年４回、情報誌「ALPS」に関するアンケートにご回答いただける方
3．随時実施するアンケートにご回答いただける方
＊2018年度通信員の方の継続応募も可

2019年 4月から2020年3月まで

募集期間

応募方法

※パスワードは半角で入力して下さい。

通信員期間

　情報誌「ALPS」を読者の皆様にとって
より身近で役に立つ誌面にするために、
通信員（読者モニター）になっていただける
方を募集します。
　通信員に選ばれた方には、情報誌「ALPS」
を年4回、無料にてお送りします。

● 情報誌「ALPS」の内容に関するアンケートへのご回答
各号発行後にインターネットを利用した情報誌「ALPS」の内容
に関するアンケートを実施しますので、
情報誌「ALPS」をお読みの上、ご回答をお願いします。　　

● 随時実施するアンケートへのご回答
必要に応じてご意見をお伺いしますので、ご回答をお願いします。　

● 寄稿記事を執筆して頂ける方のご紹介（任意）
ライフプランに関する記事を執筆していただける方のご紹介
をお願いする場合があります。

　当協会ホームページにアクセスいただき「お知らせ」にある
「2019年度通信員募集中」をクリックしていただくか、左記ＱＲ

コードを読み取っていただいて、ご応募くださいますようお願
いいたします。パスワードは「alps2019」をご入力ください。
皆様のご応募をお待ちしております。
　応募結果は2019年3月中にeメールにてお知らせします。な
お、お寄せいただいた情報は、当該通信員の業務に関しての
み利用させていただきます。

2019年1月1日から2 月28日まで

http://www.lifeplan.or.jp （パスワード：alps2019）

情報誌「AL
PS」

（2019年度
読者モニタ

ー）通信員大募
集！情報誌「AL

PS」

（2019年度
読者モニタ

ー）通信員大募
集！

年４回、無料
でご郵送！

年４回、無料
でご郵送！

ご自身のラ
イフプラン

を

考えるきっ
かけに！

アンケート
へのご回答

で

誌面づくり
に参加！アンケート
へのご回答

で

誌面づくり
に参加！

ご自身のラ
イフプラン

を

考えるきっ
かけに！

当協会ホームページ


